
Vol. 22, No. 5 平成 4 年 9 月 1 日発行

(通巻第126号)

三三 1 ・ J Iニュース
会開科学博物館協議会
東京都合策区上野公園

国立科学博物館内

~110 

TeI.03-3822-0111 (大代)

Fax.03-3824-3298 

おもな内容 。く〉全科協北米科学系博物館視察研修報告 4 側タイワ 浪江 弘元

く〉加盟館関紹介 苫小牧市科学センタ ー・ 広島市健康づくりセンタ ー健康科学館

く〉全科協北から南から

〔 全科協北米科学系博物館視察研修報告 4 ) 

全科協科学系博物館視察に参加して

今回、私達の視察した場所はアメ リ カ合衆国の

5 都市とカナダの 2 都市である。これらのうち今

回紹介するのは、カナダにある自然史系博物館 2

館で、ひとつは、カナダの首都オタワにある「カ

ナダ自然、博物館」で、もうひとつは ト ロン ト にあ

る「王立オンタリオ博物館」である。

オタワには、今回視察の「カナダ自然博物館」

の他に約30 ものミュ ー ジアムがあり、文化的都市

の様相が色濃く、町並も歴史的建物が保存されて

いるのと同時に首都らしからぬ多くの自然、が残さ

れている。冬季ということもあり、多くの人々を

町中で見るこ‘とは出来なかったが、 格調高い雰囲

気の感じられる町であった。

私達は、気温が氷点下28度のっきささるような

風の中をパスでカナダ自然博物館に着いた。

博物館の建物は非常に古く、鉄骨造りではなく

石造りのようであった。外観は昔のままであるが、

内部は各コーナーでそれぞれの手法を用いて展示

が展開されており、外観から受ける雰囲気とは全

く違っていた。

海外のものの考え方でいつも感銘を受けるのは、

古いものと新 し い ものの調和のとれた取り扱いで

ある。古いものを維持することはなかなか大変な

こ とと思うが、 それが違和感なくできるのだから

すばら しし、。建物は技術的にはすばらしいという

内容ではないが、 清潔にしてあり、落ち着いた雰
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囲気である。

館長代理の Jacques Fournier 氏に案内して い

ただき「恐竜化石コ ー ナ ー」を見学した。室内は

全体的に暗く、ピンスポット等を用いて展示物を

照らし、内照式ボックスで解説を行っていた。全

体の展示手法は驚く程のものではなかった。なぜ

かと言うと恐竜の周囲にある植物は実物であった。

私達の感覚で言うとやはり時代考証面をすぐに考

えてしまうため、 実物の植生をそのまま使ってい

ることにはやや疑問を覚えずにはいられなかった。

しかし、 狭い空間の中で植物の実物展示がすてき

なことと、全体的に暗い中でピンスポッ ト により

恐竜を浮き上がらせるという照明効果が恐竜の時

代に入りやすくさせ、楽しく見られるというのが

率直な感想である。恐竜というのは、 子供達に非
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恐竜化石コーナー

常に人気のあるもので、ここでも親子連れが興味

深く見入っていた。

次に生態系展示のジオラマを見学した。ここは

カナダに住む動物の環境をジオラマにより展開し

ている。私自身詳しく調べていないので申し訳な

いが、たぶんこのように動物達が自然の中で悠然

としている風景に出合うことも少なくなってきて

いると思われる。

このジオラマ展示は、精度・展示手法も良く、

大人・子供全てに見やすく展示造型されている。

ガラスは照明の反射を避けるべく角度がついてお

り、その手前には、それらの動物の詳しい説明及

び頭部の骨格のレプリカ(金物のようでもあった)

があり、形を手で触って実体験出来るようになっ

ていた。手前下部には子供用の段もついていた。

さらに、 Q&A方式のビデオがあり、学習の場と

しては内容の濃いコーナーであった。

続いて特別展示室を見学した。身近に住む動物

等を扱っていたがデザイン面の面白さが目立つた。

この博物館でも子供達が勉強や質疑応答の出来

るコーナーがあり、大人と子供、子供同志のコミュ

ニケーションがとられているようである。

館側のご好意で、今現在造っているコーナーを

見せていただいた。通された部屋は、非常に広く、

天井の高さも 4-5 メートノレ位あっ fこ。 中はさなが
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生態系展示
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コレ クター ズ コーナー

ら造型専門の工場のようであった。日本では到底

考えにくく (と言うよりこのような仕方はしない)、

図面あり、種々の資料あり、造作中のものあり、

作製途中の大型ジオラマありと言葉は悪いが、ゴ

チャゴチャの状態に見えた。進め方の違いは明白

であるが、やはり一番違うことは、今ここで進め

られている作業が企画から設計そして施工までを

館の中の人聞が行っていることであろう。日本に

おいては、起案は館が提示するものの設計・施工

は外注であり、その内容、施工時間等の厳守は、

ごくあたりまえと考えている私にとって、館側か

ら説明のあった「出来上がるのは、 2 、 3 年後位

でしょう。」という言葉には、当然世界が違うと

思わざるを得なかった。又、日本では、法的にど

うかなと思うことも彼らには、まったく問題のな

いことのようである。

技術面について時聞をかけて種々質疑 したかっ

たが、決められた時間内のため、なかなか深くは

出来なかった。作業も今日は休みであったため、

作製者本人から話が聞けなかったのが残念である。

3 

さて、次に ト ロントにある王立オンタリオ博物

館を訪問した。ここはカナダでは最大規模の博物

館で、その収蔵品は600万点を数えるという。入

口に入ってまず目をひくのがド ー ム型天井に施さ

れているモザイ クの模様のすばらしさである。こ

こも建物そのものは歴史がありそうな造りである。

しかしながら内部の展示はコ ー ナ ー それぞれテー

マにあった展示となっている。

私達はまず、オ ー プン直前の「エジプ 卜 のコ ー

ナ ー」に案内された。 なぜ冬のカナダに来てエジ

プトを見なくてはならないのかと思ったが、展示

物の貴重さや展示手法がすばらしいということで

見回った。全体デザイン、展示物、照明がみごと

に溶け合いエジプ 卜 という雰囲気が十分伝わって

きた。ミイラ等があるため写真不可というととで

資料はないが、床、壁、天井全体を使った空間は

なかなか良かったと思う。

他のコーナ ー は写真撮影可ということで、水を

得た魚のごとく各員は急ぎ各コ ー ナーへと分散し

王立オンタ リオ博物館の ドー ム型天井 • 

骨格のジオ ラマ展示 • 
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ダ自然博物館よりは展示構成が良く、レイアウト

も見やすく判りやすかった。展示方法は中央が通

路で両サイドにその時代区分が展示されており 、

ジグザクのような中央通路を進めば自然出口に導

かれるようになっている。

「コウモリ」のコ ー ナーでは、洞窟の中に導か

れ、音と光の演出でその実体験風効果でコウモリ

の住む状況が判るようにしてある。

ひととおり視察を終えて集合した後、会議室に

適され質疑の場を設けていただいた。 個人的には、

実際の設計施工の立場から色々質問したかったが、

場が場のため、全体的な質疑に耳を傾けることに

し fこ。

当然と言えば当然であるが、様々な研究を行い

それらを発表する新聞等も発行しており、博物館

と市民のコミュニケーションは十分とれているよ

うであった。ただ少々残念に思えたのは、展示手

法の中でやや古くなったものが多いと感じたこと

であった。 しかしこれは限られた年間の予算の中

で運営しなければならず、いたしかたない面があ

るのだろう。陣物館とその他とのコミュニケーショ

ンがうまくとれ、文、機能していることから考え

れば展示手法の古さ を上手にカバーし、うまく運

営されていると言えると思う。

最後に同行された方々の益々のご活躍を願って

おります。

恐竜コ ー ナ ー
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令⑧苫小牧市科学センタ
干 053 苫小牧市旭町 3 丁目 l 番12号

当センターは、昭和35年 6 月図書館内に郷土博

物室として発足、昭和45年 1 月「苫小牧市青少年

センター」の名称で総合博物館として開館、昭和

60年11月には、人文系博物館が分離独立したこと

により「苫小牧市科学センター」に改称した。展

示及び実験実習等を通して科学知識の普及、啓発

並びに科学技術に関する正しい認識と理解を得ら

れるよう配慮しています。

⑨施設の概要

科学展示関係902 m'、実験実習関係631 m'、プラ

ネタリウム室126 m' (ドーム直径10m、固定i席90) 、

天体観測室13 m'、延面積2， 497m' 

開館時間 9 : 30~17 ・ 00

プラネタリウム投影時間(各40分) 11 : 00 (ただ

し土曜、日曜、夏休みのみ) 13:00 15:00 

休館日 毎週月曜(月曜日が祝日に当る場合は火

曜日も休館)、国民の祝日(ただし子供

の日、文化の日は開館しその翌日が休館)、

年末年始(l2/30~ 1 / 6 ) 

⑨科学展示活動

親子共に学び展示品に触れながら基礎的な科学

技術の理解が得られるよう展示しています。また、

小中学生の発明工夫展等を聞き、研究発表なども

行い青少年の科学に対する関心を高めています。

マイコン展示コ ーナーでは基礎的知識が得られる

ように段階的にプログラムを組んでいます。

⑨実験実習活動

0 1 日科学センター

小学校 5 年生 ・ 6 年生を対象とし、 当セン

ターの各種設備を利用して、学校では体験で

きない充実した実験実習を学級単位に受け入

れています。

5 年生には、顕微鏡の使い方を指導し、水

中のプランクトンの観察や、月令早見盤の製

作とその使い方を指導しています。更にプラ

ネタリウムにより月の満ち欠けの様子、星座

を投影しています。

6 年生には、身近なものとして郷土の地層

(軽石、泥炭、微化石)の観察研究を指導す

5 

TEL 0144 (33) 9158 FAX 0144 (33) 9159 

るほか、太陽高度計を製作し、使い方を指導

しています。更にプラネタリウムにより季節

による太陽の動きや星座を投影しています。

O科学センタ ークラブ

高齢者を対象に、木工玩具の製作指導をし

ています。これは糸鋸盤等を使って木のぬく

もりある作品が自分で作れると大変好評です。

O母親工作クラブ

小中学生の母親を対象としてステンドグラ

ス(ウインドパネル)の製作指導をしています。

O科学教室

夏・冬休みを利用しての小中学生とその親

が共に実験実習に参加するものです。

0工作教室

夏 ・冬休み及び毎週日曜日に小中学生とそ

の親が協力して、作品を製作するものです。

これらの実験実習のねらいは、最近失いつつあ

る親子のふれあい、会話を考慮に入れた情操教育

の場として開設しました。

⑨天文普及活動

天文教室は、 小中学生から一般市民を対象とし、

年10回程度天文に関する学習と天体観望などを行っ

ています。また、移動天文観測会も開催しています。

プラネタリウムは、平成 2 年開館20周年を記念

して、コンビュータ制御システムによるオート投

影に更新整備しました。一般投影のほか、幼児・

小学生の学習投影もしています。なお、 一般市民

に星を眺めながらの音楽鑑賞会などにプラネタリ

ウム室を開放しています。
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広島市健康づくりセンター健康科学館

HIROSHIMA HEAL TH SCIENCES MUSEUM 

干730 広島市中区千田町 3-8 - 6 TEL 082 246-9100 FAX082-246-9109 

当館は、健康を科学的にとらえ、日常生活のな

かで、健康づくりをどのように進めていけばよい

かを、展示物を見て、触れて、遊びながら、考え

る施設です。また、乳幼児から高齢者に至るまで、

ライフステージに応じたさまざまな健康問題につ

いて、正しい情報をわかりやすく提供しており、

楽しみながら健康を科学するみんなの広場です。

施設の概要

当館は、広島市総合健康センタ ーの 5 階にあり、

健康をメインとした展示ホールと 2000冊の図書や

150本のビデオ、キ ャプテンなどで健康情報を提

供する健康ライブラリーと透明人体モデルシステ

ム等の視聴覚施設の整った研修会議室があり、健

康教育を行っています。

延床面積 2, 331. 4m'、展示面積 1, 350 m' 

展示品数 135点

開館時間 9 : 00~17 : 00 

休館日月曜日、祝日の翌日、 12/28~ 1/4 

観覧料大人300円 (240円)小人150円(120円)

( )は30人以上の団体料金

展示概要

展示室は、健康についてさまざまな角度から考

える、 A~F の 6 つのゾー ンで構成されています。

A ゾーン. I生きているって何だろうつ 」 生命の

不思議と体の仕組みについて学ぶところです。 心

臓の細胞拡大模型や心臓のホログラフィ(血管像

影)は生命の神秘を思わせます。さらに進むと、

脳・肺の働きや感覚器官や左側に粘膜の模型と右

側にグラフ ィックを配した通路を歩いて行くと体

内にとり込んだ食物になったような感じになりま

す。人体のすぐれた機能が解明され、生きている

ことのすばらしさを発見します。

B ゾーン. I病気って伺だろう? J では病気の予

防という視点か ら成人病、子供の健康、性の知識、

歯の健康についての知識を深め、健康的な生活習

慣を身につけることの大切さを学びます。

特に、「人間誕生」は出産の実写をまじえたア

ニメーションで性に関する正しい知識、命の大切

さ、思いやり、人間愛まで理解してもらえます。

C ゾーン. I老いるって何だろう? J医学的に見た

6 

ー 'I.~喝現駅停申吋審開唄慰翻軍国

老化のメカニズムにさまざまな角度からスポット

を当て、高齢化社会での健康問題、生きがいなど、

健康で充実した老後を考えます。

D ゾーン. I健康って何だろうつ」健康の星を求

めて宇宙に旅する、迫力のある立体マルチスライ

ドのシアタ ーは健康とは何かを問い直し、どうす

れば健康が保てるかを考えます。

E ゾーン. I原爆放射線と健康」原子爆弾とはど

んな爆弾か、放射線とは何か、人体にどのような

影響を与えたのかなどを説明しています。

F ゾーン.遊びながら、健康科学への関心をより

高めるプレイゾー ンです。モグラたたきによる日

と耳の反応テス ト や身長、体重、血圧測定による

健康チェックや人体ジクソーパズ、ルて、内臓の大き

さや形、位置などを確認します。

健康教育普及活動

常設展示に加えて、期間を設定し特別展・企画

展を年間12回程度開催しています。

夏休みや春休みを利用して「おかしと健康展」と

か「歯の健康展」などの特別展を行い親子で楽しめ

るよう工夫して、観覧者の増加を図っています。

研修会や講演会は年間30回開催しています。夏

休みには小児肥満を解消するための親子サマー教

室を開催し大変好評でした。

また、健康づくりの専門家研修や一般市民を対

象とした講座を年間 7 回程度開催しています。

平成 4 年 4 月から本格的に小学校の高学年を対

象として当館を利用した「健康学習の手引き」を

編集して、理科教育や性教育等の学校教育に役立

たせています。
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全科協

。全科協の理事会、総会

平成 4 年度全国科学博物館協議会の理事会及び

総会が 7 月 22 日(水)国立科学博物館講堂で開催され

た。出席館は54館、委任状提出館は70館であった。

1.理事長のあいさつがあ った。

2. 全科協加盟館園の状況(後記)

3. 議事内容は次のとおりである。

( 1 )理事館、監事館の改選及び理事長選出

理事館、監事館は現役員館が再任。理事長は

国立科学博物館長が再任。

(2)平成 3 年度事業報告及び収支決算報告

(ア)平成 3 年度事業報告の主な内容

研究会の実施、機関紙の発行、科学系博物

館に関する調査、研究及び情報交換、海外

の科学系博物館視察研修の実施、 会員館相

互の協力事業の実施、科学系博物館に関す

る普及広報

(イ)平成 3 年度収支決算の概要

(収入) (支 出)

繰越金 1 ， 902 ， 324円 事業費 1 ， 026 ， 442 円

会員会費 1， 635, 000円 事務費 770 ， 543円

雑収入 504, 737円 予備費 0円

寄 付 金 100 ， 000円 繰越金 2， 345 ， 076円

計 4， 142 ， 06 1 円 計 4， 142 ， 061 円

(3)平成 4 年度事業計画の主な内容

ケ)研究会の実施

第22回全科協博物館事業研究会を、「博物

館と学校教育との連携、学校 5 日制への対

応」を研究テーマとして、 平成 4 干1三日月に

実施する。

付)機関紙の発行

「全科協ニュース」を年 6 回発行する。

(ウ)科学系博物館に関する調査、研究及び情報

交換

平成 3 年度に作成した全科協加盟館及び圏

内の科学系博物館等の リストをもとに、調

査を実施し、 「全科協データブック J (仮称)

を作成する。

同会員館園相互の協力事業の実施

会員館園が実施する特別展、企画展、移動

展、標本資料の貸借等に関して、相互に協

力して実施する。

北から南から
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(オ)海外の科学系博物館視察研修の実施

会員館園の職員から希望を募り、アメリカ

合衆国の科学系博物館における展示技術、

教育普及活動等の視察研修旅行を実施する。

(ヵ)科学系博物館に関する普及広報

全国科学博物館協議会に未加入の科学系博

物館に対して、入会の勧誘を行う。

(刊平成 4 年度収支予算

(収入) (支出)

繰越金 2， 345 ， 076円

会員会費 1 ， 642 ， 000円

雑収入 1 ， 231 ， 600円

事業費 3， 717 ， 800円

事務費 854， 012 円

寄 付 金 100 ， 000円 予備費 746， 864円

計 5， 318， 676円計 5 ， 318， 676円

平成 3 年度入会の正会員館

0福井県自然保護センタ

O目立市科学館

0苫小牧市科学センター

0三重県立みえこ どもの城

O秋田県立農業科学館

平成 4 年 4 月 ~6 月入会の正会員館

0東武博物館

。 トヨタ博物館

0鹿児島市立科学館

O四賀村化石館

0狭山市立博物館

O北とぴあ科学館

0スペースワ ールド育宙博物館

0多摩北部広域子供科学博物館組合

。全科協米国科学系博物館視察研修

全科協では、 今年度アメリカ合衆国の科学系博

物館視察研修を計画しています。

博物館の職員として、 一度は見学 しておきたい

代表的な博物館を見学 します。この機会に、 全科

協加盟館園からできるだけ多くの方々が参加され、

アメ リカ の博物館の展示や教育普及活動の現状を

見学して、 各館園の今後の発展に役立たせていた

だきたいと考えます。

期間 平成 5 年 1 月 14 日(木)~ 1 月 27 自体)1 4 日間

日程の概要

1 月 14 日(木:) 11時00分成田空港発

9 時30分 ワシ ン トン着



Vol. 22, No. 5 全科協ニュース

市内視察 (ワシントン泊)

1 月 15 日後) 国立航空宇宙博物館視察

(ワシントン泊)

1 月 16 日(土) 国立自然史博物館視察

(ワシントン泊)

1 月 17 日(日) ワシントン発

ニューヨーク着 市内視察

(ニュ ーヨー ク泊)

1 月 18 日(月) アメリカ自然史博物館視察

(ニューヨーク泊)

1 月 19 日(刈 ニューヨーク発

ノイーナ ル着 市内視察

(パ一 ナノレ泊)

1 月 20 日休) 恐竜国立モニュメント視察

(パ一ナ ル泊)

1 月 21 日休) ノ〈ーナル発 ロサンセ、ルス着

ロサンゼルス郡自然史博物館視察

(ロサンゼルス泊)

1 月 22 日 (金) カリフォルニア科学産業博物館等

視察 (ロサンゼルス泊)

1 月 23 日出 ロサンゼルス発 サンノゼ着

リサイクル博物館、サンノゼこど

もの発見博物館視察

(サンフランシスコ泊)

1 月 24 日(日) エクス プロラトリウム視察

(サンフランシスコ泊)

1 月 25 日(月) カリフォルニア科学アカデミ 一等

視察 (サンフランシスコ 泊)

1 月 26 日(刈 サンフランシスコ発

ロサンゼルス経由 (機中泊)

1 月 27 日(羽成田空港着解散

参加費用 480 ， 000円(15名以上)

申し込み締切り 平成 4 年11月 10 日(刈

申込金 50, 000円(残額は12/2 1 までに)

方法所定の申込書による

間合わせ全科協事務局担当花田、若宮

電話 03 (3822)-0111 , 0114 

菱和ダイヤモンド航空サービス側

担当: 山口

電話 03 (3278) -1459 

申込書 ・ 募集要項は、すでに加盟館園に送付し

てあります。

なお、申込書 ・ 募集要項が必要な場合は、事務

局にお知らせください、 お送りします。
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。特別展・企画展

O気象一空となかよく一富山市科学文化セ ンタ ー

会期 7 月 18 日(土)~10月 4 日(日)

0 日 中国交正常化20周年記念展 楼闘王国と悠久

の美女 国立科学博物館

会期~ : 9 月 8 日(刈~11月 29 日(日)

0 ブナ林の自然、誌 千葉県立中央博物館

会期: 9 月 26 日出~ 11月 29 日(臼)

0日中国交正常化20周年記念 中国切手展

会期: 9 月 29 日(刈~10月 4 日(日)

。加盟館園の出版物

特別展図録・解説書

逓信総合博物館

O日本のチョウ 一地域の違いを追う一

豊橋市自然史博物館

。おもしろ ・ びっくり ・化学の世界 ザ化学展92

名古屋市科学館

O海辺の生物と貝 府中市郷土の森博物館

O恐竜一謎とロマンー 岐阜県博物館

。恐竜のあるいた道 福島県立博物館

。気象一空となかよく一展示解説

富山市科学文化センタ一

年報 ・研究報告 ・ 紀要

。鳥羽水族館年報 No. 3 1991 

OMuseum ちば第23号 1 992 千葉県博物館協会

O国立科学博物館年報平成 4 年度 1992 

0仙台市科学館年報第24号 1992 

0仙台市科学館研究報告第 2 号 1992 

。文部省宇宙科学研究所では、 「宇宙へ飛び出せ」

ビデオシリーズの第 1 巻として「宇宙をさぐるー

ロケット・人工衛星 」を制作した。このビデオ

は、世界や日本のロケットの歴史を織り込みなが

ら 、 宇宙科学研究所のミユーロケットを中心とし

て、ロケットの原理 ・ 構造や飛び方などを分かり

やすく解説している。また、最新の科学衛星によ

る成果を紹介するとともに、ロケ y ト ・ 人工衛星

を使って、今日宇宙科学者たちがどのように宇宙

の謎に挑戦しているか紹介している。カラー25分、

定価3， 300円(税込)

申込先:財団法人宇宙科学振興会

干229 神奈川県相模原市由野台 3 -1 -1 

Tel: 0427-51-1126 
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